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( 4 )活動を正確に記録するにために、毎日 IC 
レコーダーでの録音をしている。「人前で話
せないJIもっとコミュニケーションが上手
になりたしリという思いが強い学生が多かっ
たので、「自分の発言を含めて後から見直し、
振り返りをしよう」と提案したところ、すぐ
発達障害大学生への小集団による心理教育的アプローチ
に承諾してくれた。支援者の一方的で指導的
な活動ではなく、学生と共に作り上げていく
姿勢は、学生が「自分を認めてもらえる」実
感につながり、より主体的な学びの場を形成
していけると思われる。
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